
マイタケマイタケマイタケマイタケのののの抗抗抗抗アレルギーアレルギーアレルギーアレルギー作用作用作用作用

マイタケマイタケマイタケマイタケののののエタノールエタノールエタノールエタノール抽出物抽出物抽出物抽出物をさらにをさらにをさらにをさらに酢酸酢酸酢酸酢酸エチルエチルエチルエチルでででで抽出抽出抽出抽出したしたしたした脂溶性成分脂溶性成分脂溶性成分脂溶性成分をををを実験実験実験実験にににに使用使用使用使用しましたしましたしましたしました。。。。ラットラットラットラット由来由来由来由来

マストマストマストマスト細胞株細胞株細胞株細胞株（（（（RBLRBLRBLRBL----2H32H32H32H3））））ににににマイタケマイタケマイタケマイタケ抽出物抽出物抽出物抽出物をををを加加加加えてえてえてえて20202020分培養後分培養後分培養後分培養後、、、、抗原刺激抗原刺激抗原刺激抗原刺激をををを行行行行いましたいましたいましたいました。。。。実験実験実験実験ではではではでは抗原抗原抗原抗原としてとしてとしてとして

DNPDNPDNPDNP----HSAHSAHSAHSA（（（（ジニトロフェノールジニトロフェノールジニトロフェノールジニトロフェノール----ヒトヒトヒトヒト血清血清血清血清アルブミンアルブミンアルブミンアルブミン））））をををを用用用用いましたいましたいましたいました。。。。

抗原刺激抗原刺激抗原刺激抗原刺激40404040分後分後分後分後にににに培養液中培養液中培養液中培養液中ののののヒスタミンヒスタミンヒスタミンヒスタミン濃度濃度濃度濃度とととと、、、、4444時間後時間後時間後時間後にににに炎症性炎症性炎症性炎症性サイトカインサイトカインサイトカインサイトカインであるであるであるであるILILILIL----4444ととととILILILIL----13 13 13 13 のののの遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子

発現量発現量発現量発現量をををを測定測定測定測定しましたしましたしましたしました。。。。
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花粉花粉花粉花粉などのなどのなどのなどの抗原抗原抗原抗原がががが粘膜粘膜粘膜粘膜からからからから侵入侵入侵入侵入するするするする

とととと、、、、マストマストマストマスト細胞細胞細胞細胞ははははヒスタミンヒスタミンヒスタミンヒスタミンをををを分泌分泌分泌分泌してしてしてして

アレルギーアレルギーアレルギーアレルギー反応反応反応反応をををを引引引引きききき起起起起こしますこしますこしますこします。。。。

またまたまたまた同時同時同時同時ににににILILILIL----4, IL4, IL4, IL4, IL----13131313等等等等のののの炎症性炎症性炎症性炎症性

サイトカインサイトカインサイトカインサイトカインをををを分泌分泌分泌分泌してしてしてして周囲周囲周囲周囲のののの免疫細胞免疫細胞免疫細胞免疫細胞

をををを活性化活性化活性化活性化させてさせてさせてさせて炎症炎症炎症炎症をををを促進促進促進促進させますさせますさせますさせます。。。。

このこのこのこの研究研究研究研究でででで、、、、マイタケマイタケマイタケマイタケがががが、、、、マストマストマストマスト細胞細胞細胞細胞

からのからのからのからのヒスタミンヒスタミンヒスタミンヒスタミンのののの分泌分泌分泌分泌ととととILILILIL----4444およびおよびおよびおよび

ILILILIL----13131313のののの遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現をををを抑制抑制抑制抑制することがすることがすることがすることが

明明明明らかとなりましたらかとなりましたらかとなりましたらかとなりました。。。。

実験結果実験結果実験結果実験結果

以上以上以上以上のののの結果結果結果結果からからからから、、、、マイタケマイタケマイタケマイタケはははは花粉症花粉症花粉症花粉症などのなどのなどのなどのアレルギーアレルギーアレルギーアレルギーをををを改善改善改善改善するするするする効果効果効果効果

がががが期待期待期待期待できるとできるとできるとできると考考考考えられましたえられましたえられましたえられました。。。。

予予予予めめめめマイタケマイタケマイタケマイタケのののの抽出物抽出物抽出物抽出物をををを与与与与えたえたえたえたマストマストマストマスト細胞細胞細胞細胞はははは、、、、

抗原刺激後抗原刺激後抗原刺激後抗原刺激後ののののヒスタミンヒスタミンヒスタミンヒスタミン分泌量分泌量分泌量分泌量がががが有意有意有意有意にににに抑制抑制抑制抑制

されましたされましたされましたされました（（（（図図図図２２２２）。）。）。）。

またまたまたまた、、、、炎症性炎症性炎症性炎症性サイトカインサイトカインサイトカインサイトカインののののILILILIL----4444ととととILILILIL----13131313のののの

遺伝子発現量遺伝子発現量遺伝子発現量遺伝子発現量もももも有意有意有意有意にににに抑制抑制抑制抑制されましたされましたされましたされました。。。。
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図図図図２２２２．．．．抗原刺激後抗原刺激後抗原刺激後抗原刺激後ののののヒスタミンヒスタミンヒスタミンヒスタミン分泌量分泌量分泌量分泌量 （（（（n=3, n=3, n=3, n=3, **** 対照対照対照対照とのとのとのとの間間間間にににに有意差有意差有意差有意差ありありありあり P<0.01P<0.01P<0.01P<0.01））））

実験方法実験方法実験方法実験方法

マストマストマストマスト細胞細胞細胞細胞のののの働働働働きときときときとマイタケマイタケマイタケマイタケのののの作用作用作用作用

東北大学大学院薬学研究科東北大学大学院薬学研究科東北大学大学院薬学研究科東北大学大学院薬学研究科 生活習慣病治療薬学分野生活習慣病治療薬学分野生活習慣病治療薬学分野生活習慣病治療薬学分野、、、、平澤平澤平澤平澤 典保教授典保教授典保教授典保教授とのとのとのとの共同研究共同研究共同研究共同研究

のののの結果結果結果結果、、、、マイタケマイタケマイタケマイタケががががアレルギーアレルギーアレルギーアレルギー症状症状症状症状をををを改善改善改善改善させるさせるさせるさせる可能性可能性可能性可能性をををを示示示示すすすす研究結果研究結果研究結果研究結果をををを得得得得ましたましたましたました。。。。

ホクトホクトホクトホクト株式会社株式会社株式会社株式会社 本社〒３８１－８５３３ 長野市南堀１３８－１ TEL : ０２６－２４３－３１１１（代表）

※無断での複製・転載・使用を固くお断り致します。

上記の研究結果は、日本薬学会第133年会 (2013) で発表されました。
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アレルギー反応

ヒスタミンヒスタミンヒスタミンヒスタミン、、、、ILILILIL----4444、、、、

ILILILIL----13131313のののの分泌分泌分泌分泌をををを防防防防ぎぎぎぎ、、、、

アレルギーアレルギーアレルギーアレルギーをををを抑制抑制抑制抑制

マイタケ


